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序 

令和４年度の予算案をはじめとする議案をご審議いただくにあたりま

して、市政運営の所信の一端と施策の主な内容について説明申し上げます。 

 

我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に

緩和されつつありましたが、新たな変異株の出現により、再び感染者数が

増加するなど、依然として先行きが不透明となっております。 

また、世界的な物流の停滞や労働力の不足、半導体など原材料の供給面

での制約や、原油価格の高騰など、引き続き国内外の動向に注視すべき状

況にあります。 

 

そこで国は、感染症対応に万全を期し、感染症拡大により影響を受ける

方々への支援を早急に行うとともに、「成長と分配の好循環」と「コロナ

後の新しい社会の開拓」に取り組みながら、カーボンニュートラル、デジ

タル化、地方創生、少子化克服の推進に努めるとしております。 

 

一方、本市におきましては、引き続き新型コロナウイルス感染症による

経済活動の停滞や、極めて深刻な状況となっている人口減少、少子高齢化

の影響による税収の落ち込みや社会保障関係費等の上昇が見込まれてお

ります。 

また、重点課題に掲げている各種公共施設の再編や老朽化への対応によ
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り、厳しい財政状況が続くものと認識しております。 

 

このような状況の中、令和４年度は第６次長期総合計画の初年度である

とともに、市制施行８０周年を契機に蒔いた種を２０年後の１００周年に

向かって育て上げていくための重要な年度でもありますことから、本市に

とって大きな飛躍が期待される年となります。 

 

これからの塩竈の一層の飛躍に向け、市民の皆様が、「楽しみながらこ

れからも塩竈で暮らしていきたい」と感じていただけるよう、個性豊かで

調和のとれた持続可能な「新しい塩竈」の創造に取り組んでまいります。 
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市政運営の基本方針 

続きまして、令和４年度の市政運営の基本方針について説明申し上げま

す。 

 

令和４年度は、今後１０年間の市政運営の指針として、本市の目指す都

市像と、それを実現するための基本的施策を総合的かつ体系的に示した第

６次長期総合計画の初年度であります。 

「海と社に育まれる楽しい塩竈」を、目指す都市像として掲げ、８つの

塩竈物語として紡いだまちづくりの目標と方向性について、具体的な施策

を紐づけながら効果的に推進してまいります。 

 

特に、国が重点的に取り組むこととしている、「少子化を克服し、子ど

もを産み育てやすい社会の実現」については、本市の喫緊の課題でありま

すことから、強力に推進してまいります。 

また、時代の潮流に対応できるよう「官民を挙げたデジタル化の推進」

につきましても、本市の指針となるDX（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）推進計画を策定し、行政手続きのオンライン化による市民サービス

の向上と行政の効率化を進めてまいります。 

さらに、本市は「グリーン社会の実現」のため、2050年までに温室効

果ガスの排出を実質ゼロにするゼロカーボンシティを目指すことをここ

に表明いたします。塩竈市の豊かな環境を次の世代に引き継ぐため、市民
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の皆様や事業者の皆様のご意見をお聞きし、共に議論を重ねながら、地域

資源を活かした本市ならではの脱炭素施策を検討し、「ゼロカーボン  

シティ・塩竈」の実現に向けて取り組んでまいります。 

 

次に令和３年度から継続する、重点課題の解決と未来への礎の構築では、

これまで検討してまいりました７つの重点課題の解決に向けた方向性と

手法について整理を行い、令和４年度では、特に、庁舎や市立病院、ごみ

処理施設のハード整備において、優先順位を決定し、構想の具現化に取り

組んでまいります。 

また、市制施行８０周年を契機に蒔いた種を育てながら、これまで築い

てきた様々な方との関りを深め、市民一人ひとりのシビックプライドの醸

成と人材の育成に全力を挙げて取り組んでまいります。 

 

新型コロナウイルス感染症への対応については、引き続き市民の皆様が

迅速に安心してワクチンを接種していただけるよう、十分な態勢を整えた

上で、刻一刻と変化する状況を捉えながら、半歩先、一歩先の対策を講じ

てまいります。令和４年度も国の交付金などを活用し、生活・事業を維持

するための施策と併せ、消費喚起や観光誘致などのコロナ収束後の経済回

復に向けた各種支援施策を状況に応じ、効果的に実施してまいります。  
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第６次長期総合計画 

第６次長期総合計画では、将来人口の目標を５０，０００人と設定して

おります。人口減少の克服と少子高齢化の進行に歯止めをかけるためには、

子育て世帯の移住・定住を促進するとともに、子どもを産み育てやすい環

境を整えることで、持続可能なまちを実現する必要があります。 

また、私は、常々、市民が塩竈に誇りを持ち、自らが進んでまちづくり

に参画いただくためには、シビックプライドの醸成と「人」の育成が重要

であるととらえております。 

塩竈に生まれ、学び・育ち、さらには結婚、出産を経て子育てに取り組

み、塩竈に住み続けられるライフサイクルを幹とした、各ステージで楽し

く、生き生きと暮らしていくための枝葉となる施策を充実させていくこと

により、特に若い世代の皆様がこのまちに住み続け、移り住んでいただく

ことにつながるものと考えております。 

そのことから、第６次長期総合計画に掲げる施策のうち、「産み育てや

すい環境を整える」事業と「子育て世帯の移住・定住を促進する」事業に

ついて、特に重点を置いて取り組んでまいります。若い世代の皆様に本市

を選んでいただけるよう、ライフステージに合わせた横断的な各種施策の

展開についてご説明申し上げます。 

 

はじめに、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援につきましては、

安心して妊娠・出産・子育てができるよう、子育て世代包括支援センター
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「にこサポ」と「ここるん」の二つの施設が連携を図りながら、引き続き

専門職員による相談・支援体制の充実を図るとともに、乳幼児の遊び場の

提供に努めてまいります。 

特に、出産前における子育ての不安を払しょくするため、各種講座や相

談事業を拡充するとともに、妊産婦健診や不妊治療の助成等を継続して実

施してまいります。 

 

次に、産後における新たな支援でありますが、塩竈に生まれた赤ちゃん

とそのご家族を祝福し、健やかな成長を願って、お子さんが誕生した世帯

に祝金を贈呈する「“こんにちは赤ちゃん”誕生祝金贈呈事業」を実施し

てまいります。 

また、「産後ケア事業デイサービス型」を助産院でも展開し、経済・心

身の両面での産後の支援に努めてまいります。さらに、「子ども家庭総合

支援拠点」を立ち上げ、ソーシャルワーク業務も担いながら、相談業務の

強化や関係機関との更なる連携を図り、児童虐待防止に努めてまいります。 

 

保育サービスの提供につきましては、待機児童を解消するため、民設民

営による保育園の新設に取り組み、令和６年４月の開園を目指して、令和

４年度につきましては事業者を選定し、選定した事業者とともに施設の建

設を推進してまいります。 

また、塩竈市全体で質の高い保育を提供するため、保育士等の全体研修
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や発達支援コーディネーター研修を実施し、保育士としての専門性を高め

てまいります。 

さらに、待機児童の解消に向けた取組とあわせて、公立保育所の老朽化

や保育士不足といった課題に向き合うため、公立保育所の運営を見直して

まいります。利用者や市民の皆様に対しては、情報発信を積極的に行うと

ともに、関係機関と十分に協議を行いながら、課題解決に取り組んでまい

ります。 

 

小中学校に関する取組といたしましては、「社会をたくましく生き抜く

力」を育成するため、「学びの共同体」による授業づくりをはじめ、幼保

小連携や小中連携、地域連携による「学習支援推進事業」及び「学校運営

協議会推進事業」を実施してまいります。あわせて、各小中学校にAI型

ドリルを導入するなど、「協同的な学び」と「個別最適な学び」との一体

的な取組により、児童生徒の確かな学力の育成に努めてまいります。 

さらに、高校や大学との連携を強化し、学生ボランティアを活用して夏

季休業中の児童生徒の自主的な学習を支援するなど、学習の習慣化を図っ

てまいります。 

安全安心で快適な学校環境の実現に向けては、長寿命化改良事業等によ

り計画的な整備に努めてまいります。 

また、今年の4月から民法改正により、成人年齢が18歳に引き下げら

れますが、本市は、これまでと同様に対象を20歳とし、未来の塩竈を担
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う若者の門出をお祝いしてまいります。 

 

次に、歴史や文化を未来へつなぐ取組といたしましては、小学生を対象

とした「体験型生涯学習事業」で地域の特性を生かした体験活動を行い、

ふるさとに誇りを持ち、ふるさとを大切にする人づくりを推進してまいり

ます。 

また、出前講座やWeb博物館「文化の港シオーモ」など、市民が身近

に学べる機会を提供することで、ふるさと塩竈をより深く理解していただ

き、「市民が主役のまちづくり」を進めていくためのシビックプライドの

醸成に努めてまいります。 

 

スポーツ振興への取組といたしましては、次世代を担う小中学生及び高

校生等が生涯スポーツ分野で全国大会に出場する際に、その功績を讃える

とともに、保護者の負担軽減を図るため、褒賞金を交付する「スポーツ振

興事業」を継続してまいります。 

また、一流アスリートを招聘し、共に体を動かし、高い技術・経験に触

れられる機会を設けることで、スポーツを通じ、感動を味わう場を提供す

るとともに、市内の運動人口の裾野拡大を図ってまいります。 

貧困の連鎖を防ぐための「子どもの学習支援事業」につきましては、学

習支援だけでなく学校中退防止を含む支援を行うとともに、居場所づくり

や日常生活習慣の形成、社会性の育成を図ってまいります。令和４年度に
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おきましては、新たに受験対策として中学三年生を対象としたオンライン

学習を開始するとともに、社会福祉事務所と教育委員会との連携を強化し、

生活保護世帯だけでなく準要保護世帯を含めた受け入れの拡充を図って

まいります。 

 

子育て世帯の移住・定住の促進につきましては、新たな取組として、本

市に居住し婚姻届を提出していただいた世帯に対して、お祝いの気持ちを

表するとともに、新たな夫婦生活における経済支援を目的として、結婚祝

金を支給する「新婚さんいらっしゃい事業」を展開してまいります。 

また、市外から転入してくる子育て世帯を対象に、住宅の取得を支援す

る「子育て・三世代同居近居住宅取得支援事業」につきましては、新たに、

多子世帯への助成を拡充し、さらなる移住・定住を促進しながら、子育て

しやすいまちづくりを推進してまいります。 

さらに、商店街等で子どもにやさしい設備やサービスを提供する店舗に

対して支援を行う「しおがま子育てサポート協力店事業」につきましても、

引き続き実施し、協力店の情報を広く発信しながら、子どものいるご家族

が安心して外出できる環境を整備してまいります。 

 

次に、公園の遊具、建築物等の長寿命化対策や計画的な更新等を行うた

めに、「公園施設長寿命化計画」を策定してまいります。計画策定後につ

きましては、国庫補助等を活用しながら、子どもたちが公園を安心して楽
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しく利用できるよう、遊具等の計画的な補修・更新を行ってまいります。 

 

安全・安心まちづくり推進事業につきましては、犯罪に遭わない、起こ

させない環境づくりのため、市内の必要箇所に対して防犯カメラを順次設

置するとともに、防犯カメラを設置しようとする町内会等に対しては、設

置費用の一部を助成し、犯罪発生の抑止と治安の向上を図ってまいります。 

また、所有する防犯灯をＬＥＤ化しようとする町内会等に更新費用の一

部を助成する「防犯灯整備事業」についても引き続き実施し、犯罪発生の

抑止と町内会の負担軽減に努めてまいります。 

 

さらに、地域住民の生活環境の改善と安全な都市生活を確保するため、

私道の道路舗装や側溝整備を行う町内会等に対して、整備費用の一部を助

成する「私道等整備補助金交付事業」を継続して実施し、住環境の向上に

努めてまいります。 

 

以上が、第６次長期総合計画に基づく施策展開のうち、特に重点的に取

り組みます「産み育てやすい環境を整える」事業と「子育て世帯の移住・

定住を促進する」事業でございます。 

 

そのほか、第６次長期総合計画に基づく、子育て・教育以外の特に重点

的に取り組む事業についてご説明いたします。 
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 安心・安全な住環境の提供につきましては、多発する自然災害に対応す

るため宮城県が新たに公開する「津波浸水想定区域」を基に、「塩竈市地

域防災計画」や「津波避難計画」等の改訂を行い、あわせてこれらの計画

に基づくガイドブックを作成し地域の防災力の向上に努めてまいります。 

 また、災害発生時には、コロナ禍における避難所運営が適切に行われる

よう、施設の管理者との連携を日頃から深めるとともに、運営を担う職員

への研修を徹底してまいります。 

 さらに、ひとり暮らしの高齢者や要介護者、障がい者など災害時に支援

を必要とする方々が取るべき避難行動について、一人ひとりの状況に合わ

せて定める「個別避難計画」の策定を順次進め、「誰一人取り残さない」

防災の構築に努めます。 

 

 住宅の耐震診断や改修工事に対し、耐震改修費用等を助成する「木造住

宅震災対策事業」や、通学路等の道路沿いにある危険なブロック塀の除却

に要する費用の一部を助成する「危険ブロック塀等除却事業」につきまし

ては、令和４年度も継続いたしますとともに、大規模盛土造成を行った地

域の地盤調査等を行う「宅地耐震化推進事業」を実施し、地震等による被

害の防止や造成地の安全性確保に努めてまいります。 

 

 包括的な福祉の支援施策につきましては、福祉分野の各種個別計画の上

位計画となる「地域福祉計画」の策定に取り組み、支援者を行政だけでな
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く地域全体で支える「重層的支援体制」の整備に努めます。 

 また、平均寿命の延伸に伴い、いつまでも住み慣れた地域で自立した暮

らしができるよう、コロナ禍でも継続的に実施できるフレイル予防や、健

康づくりなど、介護予防に向けた支援を行ってまいります。 

 さらに、ひとり暮らしの高齢者等が、地域で安心・安全に生活し続けて

いただけるために、日常の安否確認や、緊急事態に備えて、IoT機器を活

用した見守りサービスの導入経費の一部を助成する、「高齢者あんしん見

守り支援事業」を実施してまいります。 

 障がいのある方が、地域で自分らしく生き生きと暮らすため、「地域生

活支援事業」による、「障がい者スポーツ教室」の開催や、「日中一時支

援事業」、「地域活動支援センター運営事業」などを実施するほか、「障

がい者総合支援事業」による相談体制を充実させることで、日常生活や社

会参加への支援に努めてまいります。 

 

 産業振興等に関する取組といたしましては、国内外での商談会への参加

など、販路拡大に向けた取組を支援する「塩竈産品販路拡大支援事業」や、

遠洋底びき網漁業漁船の水揚げを促進する「水揚漁船誘致促進事業」を継

続し、さらには新たに EU 向けの輸出を見込んでいる事業者や HACCP

認定を取得した加工業者を支援・誘致する「HACCP施設利用促進事業」

を実施するなど、本市の基幹産業である、水産業・水産加工業の振興に取

り組んでまいります。 
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重点課題と未来への投資 

次に私が市長就任以来、特に、重点課題と位置付けている事業について

ご説明いたします。 

 

主にハード整備を検討する、「庁舎整備」、「市立病院のあり方」、「ご

み処理問題」につきましては、令和３年度中に、基礎調査等を実施し、基

本的な考え方や整備手法などについて検討してまいりましたので、今後、

事業に優先順位をつけながら、順次整備を図ってまいります。 

令和4年度につきましては、より優先度の高い事業として、中倉埋立処

分場の埋立残容量を確保するための取組を実施してまいります。 

 

「学校再編」につきましては、児童生徒数の推移を見据え、本市におけ

る適正な学校規模・教員配置の考え方を整理するため、外部有識者を含め

た検討組織を立ち上げ、議論を行ってまいります。 

 

「門前町再生」につきましては、門前町地域に関わる商店街組織や町内

会組織等の代表による地域横断組織を立ち上げ、自らが門前町の現状分析

や将来像を模索するとともに、実現に向けた推進体制の整備やプランニン

グに取り組んでまいります。 

 

「産業創出再生」につきましては、水産食材の供給基地としての強みを
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さらに発展させるため、「みやぎの台所・しおがま」のキャッチフレーズ

のもと、魚食普及活動や「三陸塩竈ひがしもの」のブランド力向上、イン

ターネットを介した通信販売を行う企業の支援など、地元産食材の生産・

販売の促進とPRの推進に取り組んでまいります。 

また、本市経済を支える水産業・水産加工業においては、人材の確保が

喫緊の課題となっておりますことから、新規就労者や特定技能資格を有し

た外国人の雇用促進に努める事業者等への支援を実施してまいります。 

さらに、仲卸市場では、青年部組織であるブリッジプロジェクトが中心

となって、魅力創出に向けた積極的な活動を行っております。令和４年度

につきましては地域おこし協力隊を活用し、SNS による情報発信を行い

ながら、新たな客層の掘り起こしとリピーターの確保に努めるとともに、

空き盤台を活用した出店トライアル事業の実施や屋外誘客イベントの開

催など、若い発想力を支援してまいります。 

 

「浦戸の再生」につきましては、人口減少・高齢化が著しい浦戸諸島の

活性化のため、令和３年度に「浦戸再生プロジェクト」を創設し、浦戸諸

島に関係する方々との意見交換を行い、浦戸の島づくりの方向性を検討し

てまいりました。令和４年度につきましては、地域おこし協力隊の活用な

どにより島の情報発信を行いながら、関係人口の創出に取り組んでまいり

ます。 
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続きまして、市制施行８０周年を契機に、１００周年を見据えた未来へ

の礎を築く事業について説明申し上げます。 

 

まずは、塩竈の良さを再認識する取組として、「塩竈学問所講座」や「地

域のおしごと体験事業」等について、引き続き実施し、市民をはじめ、未

来を担う子どもたちのふるさと塩竈に対する誇りと愛着を深めてまいり

ます。 

 

「小中学校アートプロジェクト事業」につきましては、アート作品を制

作する楽しさや経験をとおし、未来の芸術・文化を支える人材の育成につ

なげるとともに、愛校精神を醸成してまいります。 

 

「緑と憩い再生事業」につきましては、伊保石公園の現状を踏まえ、今

後を見据えた基本計画を策定し、「誰もが・いつでも・自由に憩える公園」

の実現に向けた再整備につなげてまいります。また、小学校の学区内にあ

る公園には、子どもたち自らが植樹を行うことで、郷土愛を育成しながら

魅力ある公園を整備してまいります。 

 

「国際交流事業」につきましては、塩竈市の子どもたちが国際社会で活

躍できるよう、海外研修の場や在留外国人との交流などを通じて、異文化

への理解を深めるだけではなく、自国文化を再認識することで、自己表現
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力の向上や、異なる文化の人々と共に生きていく資質や能力の定着を図っ

てまいります。 

 

「塩竈の魅力発信事業」につきましては、市制施行８０周年を記念して

新たに制作した「塩竈シティプロモーションロゴマーク」を活用しながら、

塩竈特有の豊かな地域資源や海に育まれた美食、その恵みを体感できる魅

力的なライフスタイルなど、多くの人に選ばれる塩竈ブランドの構築を目

指し、関係部署や機関と連携したシティプロモーションを推進してまいり

ます。 
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予算案の概要 

これまで申し上げました市政運営の基本方針に基づきまして、編成いた

しました令和４年度予算案の概要を申し上げます。 

 

令和４年度当初予算につきましては、未だ収束の兆しが見えない新型コ

ロナウイルス感染症への対策や市制施行８０周年を契機に蒔いた種を未

来に向かって育て上げていくための効果的な事業を峻別し予算化したと

ころであります。 

 

各会計の予算でありますが、一般会計につきましては、２１６億２，０

００万円で、前年度と比較して７億２，０００万円、３．４％の増であり

ます。 

これは、主に新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチン接種のた

めの事業費などを継続して計上する一方で、福祉サービス費などの扶助費

の増加や特定漁港漁場整備事業をはじめとする普通建設事業の増などに

よりまして、増額となったものであります。 

また、特別会計につきましては、６会計の予算総額が１２６億８，８４

０万１千円で、前年度と比較して６，５７０万円、０．５％の減でありま

す。 

主な増減内容といたしましては、国民健康保険事業特別会計が、被保険

者数の減少に伴い保険給付費が減となる見込みとなっております。 
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一方で、介護保険事業特別会計が介護サービス利用者等の増に伴い、介

護給付費の伸びが見込まれるほか、後期高齢者医療事業特別会計につきま

しても被保険者数の増加等に伴い、納付金が増となっております。 

 

企業会計につきましては、下水道事業会計が、支出の合計で７６億２，

３３７万１千円、前年度から１．６％の減となっております。収益的支出

においては、減価償却費の減により、前年度から４．６％の減、資本的支

出では、公共下水道事業で浸水対策工事の増により、前年度から１．８％

の増となっております。 

 

また、病院事業会計につきましては、支出の合計が３１億８，３２６万

５千円、前年度から８．７％の減となっております。収益的支出において

は、診療体制の強化による給与費の増などにより、前年度から０．６％の

増、資本的支出では、前年度実施した病院情報システム及び関連機器の更

新が完了したことに伴い、前年度から７１．９％の減となっております。 

 

水道事業会計につきましては、支出の合計で２３億９，１４６万７千円、

前年度から２０．８％の減となっております。収益的支出においては、減

価償却費等の増により、前年度から６．３％の増、資本的支出では、梅の

宮浄水場電気計装類更新事業が終了したことにより、前年度から４６．

０％の減となっております。  
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以下、新年度に行う事業について主なものを申し上げます。 

 

まず、第６次長期総合計画に掲げる「8つ塩竈物語」を実現させるため

の事業のうち、「子どもたちの笑い声があふれるまち」の実現に向けた事

業といたしまして、 

産前・産後サポート事業として １１２万８千円 

“こんにちは赤ちゃん”誕生祝金贈呈事業として ７５０万円 

新生児聴覚検査費用助成事業として ２３０万６千円 

子ども医療費助成事業として ９，９１６万２千円 

保育所受入児童数増加事業として ２３５万２千円 

児童虐待・ＤＶ防止事業として ５６５万６千円 

しおがま子育てサポート協力店事業として １００万円 

情報教育推進事業（ＡＩ型ドリル導入）として ５５４万４千円 

教育支援センター「コラソン」運営事業として １，９５１万３千円 

学習支援推進事業として １，７６０万５千円 

 

同じく、「みんなが生き生きしているまち」の実現に向けた事業といた

しましては、 

高齢者あんしん見守り支援事業として １５５万９千円 

障がい者差別解消推進強化事業として ３９万４千円 

地域生活支援事業として １，３５９万１千円 



20 

生活困窮者就労準備支援事業費として ４６２万円 

子どもの学習支援事業として ７４８万６千円 

地域福祉計画策定事業費として ３００万円 

がん検診推進事業として ３３１万４千円 

がん患者医療用補正具購入費助成事業として ５０万円 

 

同じく、「快適に住み続けられるまち」の実現に向けた事業といたしま

しては、 

塩竈市個別避難計画事業として ７０万円 

消防施設整備事業として ９００万円 

地域防災計画等改訂事業として ２，１３７万５千円 

木造住宅震災対策事業として ２，６５９万４千円 

危険ブロック塀等除却事業として ３００万円 

宅地耐震化推進事業として １，０００万円 

防犯灯整備事業として ８３６万円 

安全・安心まちづくり推進事業として ４３３万７千円 

子育て・三世代同居近居住宅取得支援事業として ２，６７５万円 

公園施設長寿命化計画策定事業として ２，４００万円 

私道等整備補助金交付事業費として １００万円 

市道整備事業(緊急自然災害防止対策事業)として ３，７００万円 

環境基本計画推進事業として ２８０万３千円 
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同じく、「活気があり、誇りをもって働いている人がたくさんいるまち」

の実現に向けた事業といたしましては、 

浅海漁業振興支援事業として ２１８万７千円 

塩竈産品販路拡大支援事業として ３３７万円 

旅客ターミナル施設改修事業として ３，０００万円 

水産物供給基盤機能保全事業として ９００万円 

特定漁港漁場整備事業として ７，８００万円 

 

同じく、「何度でも訪れたいまち」の実現に向けた事業といたしまして

は、 

塩竈みなと祭協賛会助成事業として ７９５万６千円 

観光プロモーション事業として ３３３万７千円 

観光メニューづくり事業として ６７万４千円 

 

同じく、「日常に彩りがあるまち」の実現に向けた事業といたしまして

は、 

文化財保存活用地域計画策定事業として １２５万５千円 

体験型生涯学習事業として １３万２千円 

スポーツ振興事業として ３５０万円 

社会体育施設大規模改修事業として ５，４３０万円 

 



22 

同じく、「みんなが主役になれるまち」の実現に向けた事業といたしま

しては、 

塩竈市協働まちづくり提案事業として ３１７万６千円 

新婚さんいらっしゃい事業として ７５０万円 

デジタル推進費として ８１９万８千円 

職員研修事業として ６３２万１千円 

 

同じく、「自然と調和した和やかな暮らしと癒しがあるしま」の実現に

向けた事業といたしましては、 

浦戸諸島交流促進事業として １４０万円 

浦戸地区介護保険サービス確保対策事業として ３３万６千円 

地域おこし協力隊活用事業として ２，４０６万８千円 

浦戸農業・コミュニティ振興事業として ９９万６千円 

を計上いたしております。 

 

次に、「重点課題と未来への投資」に関する事業といたしまして、 

中倉埋立処分場管理事業費として １，４６３万６千円 

学校規模の適正化の検討事業として ４２万円 

門前町活性化事業として ７０万１千円 

「みやぎの台所・しおがま」推進事業として １，６６０万２千円 

浦戸再生プロジェクト推進事業として １，２８７万１千円 
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塩竈の魅力発信事業として １４４万８千円 

緑と憩い再生事業として １，３１０万２千円 

小中学校アートプロジェクト事業として １００万円 

国際交流事業として ４００万円 

を計上いたしております。 

 

次に、新型コロナウイス感染症に対応する事業といたしまして、 

新型コロナウイルスワクチン接種事業として １億６，９５７万７千円 

コロナ対策情報発信事業として ５２２万６千円 

町内会等コミュニティ強化支援事業として １，６５５万円 

外国人技能実習生等受入支援・異文化交流事業として １３０万円 

しおがま元気ＵＰプロジェクト事業として ５００万円 

観光事業者応援事業として ２４０万円 

 

などを計上いたしております。  
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結び 

以上、市政運営に取り組む所信の一端と施策の方向性についてご説明い

たしました。 

 

令和４年度は、今後１０年に向けた第６次長期総合計画の初年度であり

ます。本計画で描いた未来の塩竈の姿の実現に向けた強力な第一歩を踏み

出すべく、全力で各種事業に取り組んでまいります。 

 

また、市制施行８０周年を契機に、職員一人ひとりがこれまで先人たち

が紡いできた歴史の重みを尊重し、次世代に継承していくためには「何が

必要なのか」「何をなすべきなのか」を常に意識しながら、日頃から研鑽

を重ね、塩竈の魅力を自らが学び・再認識することができるよう徹底させ

てまいります。 

そして、半歩先、一歩先を見据え、時代の変化に的確に対応できる組織

作りに努めるとともに、１０年後やその先にある市制施行１００周年を節

目とする持続可能なまちづくりに取り組んでまいります。 

 

本市には様々な課題や解決しなければならない問題が山積しておりま

す。これからも数多くの困難が待ち受けていることは間違いありません。 

しかしながら、私はそれらを乗り越えた先には必ず『光が見える』、こ

の言葉を信じ、様々な困難にも果敢に立ち向かい、市民の皆様に「楽しみ
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ながらこれからも塩竈で暮らしていきたい」と感じていただける「海と社

に育まれる楽しい塩竈」の実現に向け、誠心誠意取り組んでまいります。 

 

市民の皆さま並びに議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 



１　第6次長期総合計画

（１）

○ 産前・産後サポート事業 1,128

◎ “こんにちは赤ちゃん”誕生祝金贈呈事業 7,500

◎ 新生児聴覚検査費用助成事業 2,306

子ども医療費助成事業 99,162

◎ 保育所受入児童数増加事業 2,352

○ 児童虐待・ＤＶ防止事業 5,656

しおがま子育てサポート協力店事業 1,000

◎ 情報教育推進事業（ＡＩ型ドリル導入） 5,544

教育支援センター「コラソン」運営事業 19,513

学習支援推進事業 17,605

（２）

高齢者あんしん見守り支援事業 1,559

障がい者差別解消推進強化事業 394

地域生活支援事業 13,591

生活困窮者就労準備支援事業費 4,620

○ 子どもの学習支援事業 7,486

◎ 地域福祉計画策定事業費 3,000

がん検診推進事業 3,314

○ がん患者医療用補正具購入費助成事業 500

（３）

◎ 塩竈市個別避難計画事業 700

◎ 消防施設整備事業 9,000

○ 地域防災計画等改訂事業 21,375

木造住宅震災対策事業 26,594

危険ブロック塀等除却事業 3,000

　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　主 要 事 業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

子どもたちの笑い声があふれるまち

みんなが生き生きしているまち

快適に住み続けられるまち
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　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　主 要 事 業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

◎ 宅地耐震化推進事業 10,000

防犯灯整備事業 8,360

安全・安心まちづくり推進事業 4,337

○ 子育て・三世代同居近居住宅取得支援事業 26,750

◎ 公園施設長寿命化計画策定事業 24,000

私道等整備補助金交付事業費 1,000

◎ 市道整備事業(緊急自然災害防止対策事業) 37,000

○ 環境基本計画推進事業 2,803

（４）

浅海漁業振興支援事業 2,187

○ 塩竈産品販路拡大支援事業 3,370

旅客ターミナル施設改修事業 30,000

◎ 水産物供給基盤機能保全事業 9,000

特定漁港漁場整備事業 78,000

（５）

塩竈みなと祭協賛会助成事業 7,956

観光プロモーション事業 3,337

観光メニューづくり事業 674

（６）

○ 文化財保存活用地域計画策定事業 1,255

体験型生涯学習事業 132

スポーツ振興事業 3,500

◎ 社会体育施設大規模改修事業 54,300

活気があり、誇りをもって働いている人がたくさん
いるまち

何度でも訪れたいまち

日常に彩りがあるまち
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　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　主 要 事 業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

（７）

塩竈市協働まちづくり提案事業 3,176

◎ 新婚さんいらっしゃい事業 7,500

◎ デジタル推進費 8,198

○ 職員研修事業 6,321

（８）

浦戸諸島交流促進事業 1,400

浦戸地区介護保険サービス確保対策事業 336

地域おこし協力隊活用事業 24,068

浦戸農業・コミュニティ振興事業 996

２　重点課題と未来への投資

◎ 中倉埋立処分場管理事業費 14,636

◎ 学校規模の適正化の検討事業 420

○ 門前町活性化事業 701

○ 「みやぎの台所・しおがま」推進事業 16,602

○ 浦戸再生プロジェクト推進事業 12,871

○ 塩竈の魅力発信事業 1,448

○ 緑と憩い再生事業 13,102

◎ 小中学校アートプロジェクト事業 1,000

国際交流事業 4,000

３　新型コロナウイス感染症対応事業

新型コロナウイルスワクチン接種事業 169,577

コロナ対策情報発信事業 5,226

◎ 町内会等コミュニティ強化支援事業 16,550

外国人技能実習生等受入支援・異文化交流事業 1,300

しおがま元気ＵＰプロジェクト事業 5,000

◎ 観光事業者応援事業 2,400

自然と調和した和やかな暮らしと癒しがあるしま

みんなが主役になれるまち
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